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新治特別支援学校(肢体不自由特別支援学校)の移転整備に伴う 

知的障害高等部の設置について(報告) 

 
中学校個別支援学級卒業生の急増に対応するため、新治特別支援学校の移転整備に合わ

せて、移転先の旧若葉台東小学校３階の教室を活用して、知的障害高等部の設置を行いま

す。 
 
１ 知的障害高等部の概要 

（１）受入人数 ９０人（１学年３０人） 
（２）対象者  軽度の知的障害者等 

（３）教育目標 企業就労による自立と社会参加。 
（４）教育課程 地域密着型のボランティア活動や就労体験を通じて、企業就 

労を目指す教育課程を編成 (市立高等特別支援学校に順ずる教育) 
 
２ 新治特別支援学校移転整備事業について 

 現況（新治特別支援学校） 移転後（仮称：若葉台特別支援学校）

所在地 緑区新治町 768 番地 旭区若葉台二丁目１番地１ 
(旧若葉台東小学校を改修) 

敷地面積 13,210 ㎡（新治小学校と併設） 19,063 ㎡ 
延床面積 1,792 ㎡ 9,400 ㎡ 

肢体 普通教室６、特別教室１ 普通教室 12、特別教室４ 教室数 
知的      － 普通教室 ６、特別教室６ 

肢体 60 人 80 人 児童 
生徒数 知的      － 90 人 

肢体 小・中・高等部 小・中・高等部 学部 
知的      － 高等部 

整備費 約１５億円（知的障害高等部の整備費は、この内、約２億円）
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【図４】市立中学校個別支援学級 第３学年 

          在籍者数の推移（見込）
【図３】市立小中学校個別支援学級在籍者数の推移 
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【図５】市立中学校個別支援学級卒業生の主な進学先と、卒業後の進路（平成２１年度）  

  義務教育            後期中等教育           卒業後  

市立中学校個別支援学級 

卒業生：３６１人 
（軽度知的障害 200 人） 

サポート校 ほか 
６３人 

市内の県立特別支援学校分教室 

１３５人 
市内の県立特別支援学校高等部 

市立特別支援学校高等部 

     ６１人 

市立高等特別支援学校 

    １０２人 約９割が一般就労 
（一般企業・特例子会社、等）

約７割が福祉的就労 
（福祉施設・作業所、等）

【図１】位置図 

【図２】建物断面図 


